
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成２４年度より、図書館を皆さんにとってより身近で使いやすいものとすることを

目指し、区民や図書館ボランティアの方、図書館の専門家など、様々な方の意見を聴く

図書館運営協議会を設置しました。 

 ７月２１日（土）に第１回会議を開催し、委員の皆さんそれぞれの立場から、図書館

に対して感じていることなどについて、いろいろなご意見をいただきました。 

     ☆ 委員の皆さんの紹介 ☆ 

◎会長あいさつ 

 大学で、現場での研究を重視した図  ◎第１回協議会議事 

書館の教育研究をしてきました。東京  ・平成２３年度図書館事業の報告 

スカイツリーも開業し、新しい図書館  ・統合新図書館整備事業の報告 

もできるということで、これから益々  ・その他 

発展していく墨田区のお役に立てれば 

と思っています。 

 
 

会長  永田 治樹（学識経験者） 

副会長 河西 由美子（学識経験者） 

委員  小暮 周平（墨田区立菊川小学校長） 

西村 均（墨田区立鐘淵中学校長） 

小田垣 宏和（新図書館プロジェクトリーダー） 

小野内 常子（新図書館プロジェクトリーダー） 

金子 キク子（ボランティア団体「くさぶえ」） 

永井 敬子（ボランティア団体「おはなしポット」） 

小柳 裕基（公募区民） 

荘司 美幸（公募区民） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こんにちは。 

あずま図書館です。 
≪場所≫墨田区文花１－１９－１ 

すみだ中小企業センター３階 

≪電話≫３６１２－６０４８ 

 
 墨田区立あずま図書館は、すみだ中小企業センター内３階の図書館です。墨田区立
図書館の中心館です。大きな特色としては、墨田区名誉区民の王さんから贈られた「王
貞治寄贈コーナー」があります。 

平成２５年３月末には、あずま図書館と寺島図書館を統合した（仮称）統合新図書
館へ移転します。（仮称）統合新図書館は、新たな区民ニーズに十分対応できる図書館
をめざして準備しております。 
 

《 あずま図書館の子どもの行事 》  

・あそびとおはなし会 

（毎月第２土曜日１１時～） 

・小さい子どものためのおはなし会 

（毎月第３日曜日１１時～） 

・こうさく会とおはなし会 

（毎月第４水曜日３時 15 分～） 

 

７・８月の２ヶ月に渡っ

て行ってきた特集「真夏

の夜はミステリー！」い

かがでしたか？皆様の

感想をお待ちしており

ます。これからもティー

ンズの特集に注目して

くださいね♪ 

《リサイクルコーナー》  

みなさんご存知ですか？

階段出入口付近にリサイ

クルコーナーがありま

す。ただいま、移転にむ

けて資料を整理してお

り、充実させております

のでご利用下さい～ 

8 月 30 日、31 日図書館アドバイザー

が訪れ、「図書館を使った調べる学習コ

ンクール」に関する相談会を行いまし

た。たくさんの子どもたちが相談にき

ました。 

図書館アドバイザーによる 

「図書館を使った調べる学習コンクール」 
         相談会が行われました！ 

どうやって 

まとめるの？？ 

 

  《 施 設 案 内 》 

所在地：〒131-0044 墨田区文花１-１9-1 すみだ中小企業センター３階 

電 話：03-3612-6048    FAX :03-3612-6072  

最寄駅：小村井駅（東武亀戸線）徒歩 8 分 

文花三丁目（都営バス）徒歩 5 分 

《AV 資料》ＤＶＤ 約 543 枚  CD 約 5,728 枚 

《蔵書数》254,459 冊 

    一般書：188,954 冊 児童書： 65,505 冊  

      



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

順位 書名 著者 予約数 

1 舟を編む 三浦しをん著 351 

2 ナミヤ雑貨店の奇蹟 東野圭吾著 284 

3 虚像の道化師 東野圭吾著 230 

4 ジェノサイド 高野和明著 189 

5 麒麟の翼 東野圭吾著 182 

6 人生がときめく片づけの魔法 近藤麻理恵著 177 

7 三匹のおっさん ふたたび 有川浩著 163 

8 マスカレード・ホテル 東野圭吾著 148 

9 空飛ぶ広報室 有川浩著 136 

10 鍵のない夢を見る 辻村深月著 135 

寄贈のお願い 
予約が集中している資料については、複数冊購入していますが、早期の提供ができない状況です。 

上記の予約多数図書で、読み終えてご家庭でお持ちのものがありましたら、図書館への寄贈をご検
討下さい。ご寄贈いただける場合は、お手数ですが、図書館・コミュニティ会館にお越しの際にお
持ち下さい。お持ちいただいた本は、図書館の資料として活用させていただきます。 

「
私
の
本
棚
」
と
い
う
の
は
、
端
的
に
素
敵
な
響

き
だ
と
思
い
ま
す
。
書
店
の
棚
で
も
図
書
館
の
棚
で

も
な
い
、
誰
の
た
め
で
も
な
い
唯
一
無
二
の
「
私
の

本
棚
」
。
そ
こ
に
は
持
ち
主
の
読
書
傾
向
や
趣
味
趣
向

は
も
ち
ろ
ん
、
思
考
な
ど
の
内
面
的
な
価
値
観
ま
で

も
が
宿
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

 

さ
て
今
回
、
こ
の
文
章
を
書
く
に
あ
た
り
、
自
室

の
本
棚
を
ぼ
ん
や
り
と
眺
め
て
み
ま
し
た
。
乱
雑
に

本
が
並
べ
ら
れ
、
積
読
本
も
多
数
眠
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
私
の
本
棚
。
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
が
あ
る
中

で
、
何
と
な
く
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
「
森
博
嗣
」

と
い
う
著
者
名
で
し
た
。 

 
学
生
の
頃
ハ
マ
っ
て
い
た
の
も
あ
る
の
で
す
が
、

こ
こ
ま
で
数
が
増
え
て
し
ま
っ
た
最
大
の
理
由
は
、

〝
森
博
嗣
と
い
う
作
家
は
、
私
の
実
家
か
ら
一
番
近

所
（
徒
歩
10
分
ほ
ど
）
に
住
ん
で
い
た
作
家
だ
か
ら

〞
と
い
う
も
の
で
す
（
ま
あ
身
近
な
作
家
と
い
う
こ

と
で
す
。
な
ん
と
単
純
な
理
由
で
し
ょ
う
）。
小
説
の

舞
台
も
必
然
的
に
よ
く
知
っ
た
場
所
が
多
い
の
で
馴

染
み
や
す
く
、
気
づ
い
た
ら
本
棚
の
一
角
を
占
拠
し

て
い
た
の
で
し
た
。 

 

言
う
ま
で
も
な
く
、
森
氏
は
著
名
な
現
代
ミ
ス
テ

リ
ィ
作
家
で
、
舞
城
王
太
郎
氏
や
西
尾
維
新
氏
を
は

じ
め
、
先
日
「
鍵
の
な
い
夢
を
見
る
」
で
直
木
賞
を

獲
得
し
た
辻
村
深
月
氏
な
ど
、
数
多
く
の
ミ
ス
テ
リ

ィ
作
家
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
登
竜
門
で
も
あ
る
講
談
社

「
メ
フ
ィ
ス
ト
賞
」
の
第
１
回
受
賞
者
（
１
９
９
６

年
）
で
す
。
以
降
、
２
０
１
２
年
の
現
在
に
至
る
ま

で
毎
年
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
作
品
を
書
き
続
け
て
い
る

の
で
、
浮
き
沈
み
の
激
し
い
こ
の
業
界
で
は
極
め
て

息
の
長
い
作
家
と
も
言
え
ま
す
。 

今
夏
出
版
さ
れ
た
表
題
の
本
は
、
見
開
き
２
ペ
ー

ジ
で
１
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ

本
。
著
者
が
得
意
な
、
続
き
が
気
に
な
っ
て
眠
れ
な

く
な
る
よ
う
な
長
編
ミ
ス
テ
リ
ィ
で
は
な
い
の
で
、

初
見
の
方
で
も
比
較
的
気
軽
に
読
め
る
と
思
い
ま

す
。
と
は
言
え
、
著
者
を
全
く
知
ら
ず
に
初
め
て
読

む
方
は
、「
何
だ
こ
れ
は
？
」
と
首
を
傾
げ
、
と
き
に

反
発
を
抱
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

と
い
う
の
は
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

そ
も
そ
も
こ
の
本
に
は
い
わ
ゆ
る
世
間
一
般
的
な
こ

と
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
、
一
見

世
間
で
は
見
落
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
盲
点
的
な
発

想
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
昔

か
ら
著
者
の
本
を
読
ん
で
い
る
者
か
ら
す
る
と
「
こ

の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
思
考
と
、
そ
れ
を

表
現
す
る
文
章
の
切
れ
味
、
こ
れ
が
病
み
付
き
な
ん

だ
よ
ね
」
と
頷
く
と
同
時
に
、
自
分
の
思
考
の
凝
り

固
ま
り
具
合
が
い
か
に
大
き
い
か
を
再
認
識
し
、
も

っ
と
自
由
自
在
に
物
事
を
考
え
た
い
な
、
と
触
発
さ

せ
ら
れ
ま
す
。 

 

と
ま
あ
、
こ
ん
な
感
じ
の
「
私
の
本
棚
」
な
の
で

し
た
。
自
分
だ
け
の
お
気
に
入
り
の
本
や
作
家
に
出

逢
い
、
そ
し
て
他
の
誰
で
も
な
い
唯
一
無
二
の
「
私

の
本
棚
」
を
作
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
少
し
で
も
皆

様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
出
来
れ
ば
、「
図
書
館
の
中

の
人
」
と
し
て
、
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

貴
方
だ
け
の
素
敵
な
本
棚
が
出
来
ま
す
こ
と
を
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
あ
ず
ま
図
書
館
職
員
・
こ
と
）  
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 森田睦詩画展 展示朗読会                     講演：佐原菊塢の開いた百花園 

  森田睦・朗読奉仕くさぶえ                             講師：佐原洋子氏（茶亭さはら、七草の会） 

  日時：9 月 1 日（土）午後 2 時～4 時                    日時：10 月 14 日（日）午後 2 時～4 時 

  場所：緑図書館 3 階学習室                          場所：緑図書館 3 階学習室 

資料展                             資料展 

「レクイエム〈戦争・震災・原発・子ども〉」森田睦 詩画展     「佐原菊塢生誕 250 年記念 向島百花園資料展」 

ミニ文学展                           ミニ文学展 

「三遊亭円朝資料展」                       「百花園と文学」 

  期間：７月 28 日（土）～9 月 2 日（日）                  期間：9 月 9 日（日）～10 月 21 日（日） 

  場所：緑図書館 1 階、3 階展示コーナー                   場所：緑図書館 1 階、3 階展示コーナー 

緑図書館（すみだ文化講座）と資料展【9・10 月】 

館名 今月の特集コーナー 

あずま図書館 

一般書：「天気」 

ティーンズサービス〔Ｔ.Ｓ〕：「アートの秋」  

児童書：「虫
むし

の本
ほん

」「いぬとねこ」 

緑図書館 

一般書：「そなえは大丈夫？」 

ティーンズサービス〔Ｔ.Ｓ〕：「アートの秋」 

児童書：「夜のお空」 

寺島図書館 
児童１室：「おしゃれなむしたち」 

児童２室：「海の「ほにゅうるい」たち」 

立花図書館 
一般書：「涼しい夏のすごしかた」  児童書：「教えて！色んな仕事」 

えほんのひろば：「おひめさま・おうじさま」 

八広図書館 
一般書：「絵を見よう 絵を描こう」「子どもに戻って読み直したい本」 

児童書：「おじいちゃんおばあちゃん」 

東駒形コミュニティ 

会館図書室 

一般書：「９月生まれの偉人」 

児童書：「９月といえば・・・！！」「かぞくっていいな」 

梅若橋コミュニティ 

会館図書室 

一般書：「夜長月」 

児童書：「ひみつがいっぱい」 

横川コミュニティ 

会館図書室 

一般特集１：「おとぎのとびらー童話や昔話をモチーフにした小説-」 

一般特集２：「夢みる家 住まいのかたち I deal House and lifestyle」 

児童特集：「あきかぜをかんじて」 

 

東駒形コミュニティ会館図書室は、電源工事のため停電になりますので、

以下のとおり休館いたします。 

（休館日） 

平成２４年 ９月１６日（日曜日）終日 

平成２４年１０月 ７日（日曜日）終日 

お知らせ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
遊
亭
円
朝
が
17
歳
の
時
、
初
代
円
生
の
墓
前
で
柳
派
に

圧
倒
さ
れ
て
い
た
三
遊
亭
派
の
再
興
を
誓
い
ま
す
が
、
明
治

22
年
４
月
30
日
、
円
朝
51
歳
の
時
に
向
島
木
母
寺
境
内
に

三
遊
塚
を
建
て
て
い
ま
す
。
初
代
円
生
と
師
で
あ
る
二
代
円

生
を
記
念
す
る
も
の
で
し
た
。
数
人
だ
っ
た
円
朝
門
下
は
43

名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
円
朝
の
面
目
躍
如
で
す
。
円

生
追
善
大
施
餓
鬼
を
行
っ
た
あ
と
、
門
下
43
名
と
円
朝
が
、

雪
月
花
に
ち
な
ん
た
小
咄
を
一
席
ず
つ
口
演
し
、
こ
れ
を
速

記
し
て
小
冊
子
を
作
っ
た
の
が
緑
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る

『
記
念
の
い
し
ぶ
み
・
雪
月
花
一
題
噺
』
で
す
。 

 

三
遊
塚
の
題
字
は
山
岡
鉄
舟
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
こ
の

鉄
舟
は
円
朝
に
桃
太
郎
の
話
を
さ
せ
た
う
え
で
、
舌
で
語
る

か
ら
よ
く
な
い
と
い
い
、
禅
を
勧
め
た
こ
と
か
ら
円
朝
生
涯

の
禅
の
師
と
な
っ
て
い
ま
す
。
鉄
舟
か
ら
無
舌
居
士
と
の
居

士
号
を
与
え
ら
れ
た
の
は
本
所
時
代
の
明
治
12
年
２
月
の
こ

と
で
す
。
山
岡
鉄
舟
は
本
所
御
蔵
奉
行
の
小
野
朝
右
衛
門
高

福
の
五
男
で
、
本
所
大
川
端
四
軒
屋
（
現:

両
国
１-

10
辺
り
）

に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
勝
海
舟
と
と
も
に
江
戸
無
血
開
城
の

大
役
を
果
た
し
た
こ
と
は
存
じ
で
し
ょ
う
。
円
朝
の
墓
は
鉄

舟
発
願
の
寺
、
谷
中
三
崎
坂
の
全
生
庵
で
、
鉄
舟
の
墓
に
向

か
っ
て
左
側
に
あ
り
ま
す
。 

 

円
朝
と
と
も
に
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
人
物
が
烏
亭
焉
馬
で

す
。
本
所
相
生
町
三
丁
目
（
両
国
４
‐
５
〜
７
辺
り
）
に
大

工
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
相
生
町
四
丁
目
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
竪
川
が
近
い
こ
と
か
ら
立
川
焉
馬
と
も
い
い
、
市
川

団
十
郎
を
贔
屓
に
し
て
い
た
の
で
、
談
州
楼
と
も
し
ゃ
れ
て

い
ま
す
。
先
程
紹
介
し
た
『
記
念
の
い
し
ぶ
み
・
雪
月
花
一

題
噺
』
に
円
朝
は
焉
馬
の
文
化
10
年
の
小
文
を
序
と
し
て
掲

さ
て
、
前
回
お
約
束
し
ま
し
た
よ
う
に
、
緑
図
書
館
で
行

っ
た
す
み
だ
文
化
講
座
「
三
遊
亭
円
朝
と
す
み
だ
」
を
ふ
ま

え
て
続
き
を
申
し
ま
す
。 

 

ま
ず
、
従
来
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
訂
正
が
ご
ざ
い
ま
す
。

円
朝
（
正
し
く
は
圓
朝
と
記
す
べ
き
で
す
が
）
の
本
所
旧
居

跡
に
つ
い
て
、
本
所
南
二
葉
町
35
番
地
（
現:
亀
沢
３-

20
）

の
辺
り
と
さ
れ
碑
も
建
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
実
際
は
本
所

二
葉
町
23
番
地
（
現:

亀
沢
２-

12
）
で
あ
る
と
講
師
の
滝
口

雅
仁
氏
か
ら
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
本
所
在
住
時
代
の
円
朝
が

出
し
た
手
紙
の
封
筒
か
ら
確
か
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
事
は
、『
随
録
三
遊
亭
圓
朝
』
で
、
著
者
の
藤
浦
富
太

郎
氏
が
、
中
学
二
年
の
時
、
本
所
か
ら
通
っ
て
い
た
同
級
生

の
神
谷
が
「
自
分
の
家
は
円
朝
が
他
所
へ
引
っ
越
し
た
後
を

買
っ
て
庵
室
や
蓮
池
も
そ
の
ま
ま
に
住
ん
で
い
る
」
と
言
っ

て
い
た
と
も
記
し
て
い
て
、
明
治
の
土
地
台
帳
を
み
る
と
南

二
葉
町
23
は
神
谷
弥
七
に
な
っ
て
い
て
符
号
し
て
い
ま
す
。 

 

講
師
滝
口
氏
の
も
う
一
つ
の
大
事
な
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

三
遊
亭
円
朝
が
真
打
と
し
て
名
声
を
あ
げ
た
寄
席
「
垢
離
場
」

の
位
置
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
両
国
橋
東
詰
川
下
の
「
垢
離

場
」
で
は
な
く
、
寄
席
の
「
垢
離
場
」
が
あ
っ
た
の
は
両
国

橋
東
詰
の
川
上
側
に
あ
っ
た
番
所
の
裏
（
現:

両
国
１-

11
北

側
）
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
で
す
。
東
両
国
広
小
路
の
地
図

を
見
つ
け
て
講
座
の
資
料
に
、
円
朝
の
二
葉
町
の
屋
敷
図
と

と
も
に
掲
載
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

載
し
て
い
ま
す
。
狂
歌
の
連
中
が
鯉
濃
で
知
ら
れ
た
向
島
の

秋
葉
神
社
隣
の
武
蔵
屋
の
奥
座
敷
に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
面
白
い
話
を
ワ
ッ
と
や
っ
て
笑
っ
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
烏
亭
焉
馬
を
か
つ
ぎ
だ
し
て
始
め
た
の

が
江
戸
落
語
興
隆
の
き
っ
か
け
と
い
い
ま
す
。
向
島
武
蔵
屋

は
江
戸
落
語
の
発
祥
地
な
の
で
す
。
そ
の
時
の
狂
歌
の
連
中

と
い
う
の
は
宿
屋
飯
盛
（
石
川
雅
望
）、
四
方
赤
良
（
大
田
南

畝
）
、
朱
楽
菅
公
（
山
崎
景
貫
）
、
酒
上
不
埒
（
恋
川
春
町
）

な
ど
江
戸
文
学
の
粋
を
集
め
た
連
中
で
す
。
柳
亭
種
彦
や
北

斎
な
ど
も
時
折
顔
を
だ
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
は
、

武
蔵
屋
も
向
島
百
花
園
と
並
ん
で
、
江
戸
文
化
の
一
端
を
担

っ
て
い
た
と
い
っ
て
も
い
い
す
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
円
朝
の
三
遊
亭
派
と
江
戸
落
語

を
二
分
す
る
柳
派
に
よ
る
昔
ば
な
し
柳
塚
や
江
戸
落
語
の
名

跡
桂
文
治
の
碑
が
柳
島
妙
見
（
法
性
寺
）
に
あ
る
こ
と
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

（
真
津
志
麻
記
） 

参
考 「

す
み
だ
文
化
講
座
１
５
５
【
三
遊
亭
圓
朝
と
す
み
だ
】 

講
演
資
料
」
瀧
口
雅
仁 

『
新
版
三
遊
亭
円
朝
』
永
井
啓
夫 

『
江
戸
落
語
』
延
広
真
治 

 

 

瀧口雅仁のすみだ文化講座１５６ 
【三遊亭圓朝とすみだ】講演資料より 



【 開 館 時 間 】     【 休  館  日 】  
● 火曜日～土曜日・・・・・9：00～20：00    ● 館内整理日《毎月第３木曜日（祝日にあたる場合は翌日）》、年末年始 

● 日曜日・月曜日・祝日・・9：00～17：00    ☆コミュニティ会館図書室は、毎月第１月曜日も休館日です。 

☆コミュニティ会館図書室は、月曜日の開館時間が 9：00～20：00 です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●あずま図書館 

文花 1-19-1 

電話：3612-6048 

●緑図書館 

緑 2-24-5 

電話：3631-4621 

●寺島図書館 

東向島 3-34-4 

電話：3611-4610 

●立花図書館 

立花 6-8-1-101 

電話：3618-2620 

●八広図書館 

八広 5-10-1-104 

電話：3616-0846 

●梅若橋コミュニティ 

会館図書室 

堤通２－９－１ 

電話：3616-1101 

●横川コミュニティ 

会館図書室 

横川５－９－１ 

電話：5608-4500 

●東駒形コミュニティ 

会館図書室 

東駒形 4－14－1 

電話：3623-1141 

●すみだ女性センター 

押上 2-12-7-111 

電話：5608-1771 

 

 
日 月 火 水 木 金 土 

      1 
      八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

★緑「すみだ文化講

座」14：00～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

寺「おはなし会」 

14：30～ 

東「おはなしのも

り」15：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

2 3 4 5 6 7 8 

東・梅・横 
 

コミュニティ 
 

図書室休館 

 

 

  緑「小さい子どもの

ためのおはなし

会」10：30～ 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

あ「あそびとおはな

し会」11：00～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

寺「おはなし会」 

14：30～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

9 10 11 12 13 14 15 
   八「おひざでえほ

ん」11：00～ 

♪緑「こうさく会」 

15：15～ 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

16 敬老の日 17 18 19 20 21 秋分の日 22 
あ「小さい子どもの

た め の お は な し

会」11：00～ 

東駒形ｺﾐｭﾆﾃｨ会館 

休館 

 東「おはなしれっし

ゃ」10：30～ 

緑「おはなしのへ

や」15：15～ 
館内整理日 

 
全館休館 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしひろ

ば」10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

23 24 25 26 27 28 29 
  寺「おひざでえほ

ん」10：30～ 

♪あ「こうさく会と

おはなし会」 

15：15～ 

 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

30       
       

 

♪１２日（水曜日）の緑図書館の「こうさく会」は『秋のデコハンガーをつくろう』です。 

♪２６日（水曜日）のあずま図書館の「こうさく会とおはなし会」は『ハロウィングッズをつくろう』です。 

★ １日（土曜日）の緑図書館の「すみだ文化講座」は、一般向けの講座です。 

☆行事の詳細は、各館に直接お問合せください。 

 


